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健 康 情 報

肝炎ウイルス検査を受けて、早期発見・早期治療を！肝炎ウイルス検査を受けて、早期発見・早期治療を！

��問 健康増進課　健康増進係（保健センター）　☎ 92-2045

　世界保健機関（WHO）は、世界的なウイルス性肝炎のまん延防止や、患者・感染者に対する差別・偏見の解消、感染
予防の推進を図るため、７月 28 日を「世界肝炎デー」と定めています。

 ウイルス性肝炎ってどんな病気？

・�肝炎は、肝臓の細胞が破壊され、肝臓に炎症が
起きる病気です。

・�日本ではウイルス性肝炎が大半を占め、特にB型・
C 型肝炎ウイルスは、感染者数が 250 万人以上
にのぼる国内最大の感染症といわれています。

・�肝臓は「沈黙の臓器」といわれ、熱や痛みなど
の症状はほとんどなく、気付かないうちに肝硬
変や肝がんに進行することがあります。

 一生に一度は肝炎ウイルス検診を受けましょう

早期発見のためには検診を受けることが大切です。また、肝炎に
感染していても、早期治療で重症化を防ぐことができます

保健センターで実施する総合健診
では、今までに肝炎検査を受けた
ことがない 40 歳以上の人に、無料
で検査を実施しています。詳しく
は保健センターへお問い合わせく
ださい。

10 月 20 日（金）
10 月 21 日（土）
10 月 23 日（月）
10 月 24 日（火）
11 月 ９日（木）

歯周疾患検診を受診しましょう歯周疾患検診を受診しましょう
　壮年期・高齢期における歯の健康保持のために、40・50・60・70 歳の節目の人を対象に歯周疾患検診を実施しています。
対象者には、５月下旬に検診票を送付しています。※クリーニングや治療との併用はできないのでご注意ください。

▽対象者　　　40 歳（昭和 57 年４月２日～昭和 58 年４月１日生まれ）／ 50 歳（昭和 47 年４月２日～昭和 48 年４月１日生まれ）
　　　　　　　60 歳（昭和 37 年４月２日～昭和 38 年４月１日生まれ）／ 70 歳（昭和 27 年４月２日～昭和 28 年４月１日生まれ）　

※いずれも令和５年４月１日現在
▽受診期間　　各医療機関の令和６年１月末の診療日まで

▽受診方法　　受診を希望する登録医療機関に、受診期間内に予約してください。

▽持ってくるもの
　①検診票　②検診料金（個人負担分）1,300 円

▽受診できる医療機関
　三養基・鳥栖地区歯科医師会 健診等登録医療機関

町内の登録医療機関

次のいずれかに該当する人は、検診料金が無料になります。
医療機関への予約時にお申し出ください。また、受診の際、確認できる
書類※（写しも可）を持参してください。
※非課税確認書の場合は、利用期限が過ぎていないか注意してください

(1) 生活保護世帯の人	 (2) 町民税非課税世帯の人
(3) 後期高齢者医療被保険者	 (4) 身体障害者手帳１級保持者

あおやぎ歯科医院 宮浦 469-1 92-1755

古賀歯科医院 小倉 395-7 92-7430

重松歯科医院 宮浦牛会 964-1 92-1234

のきた歯科医院 宮浦 487-10 92-6911

原歯科医院 けやき台一丁目 7-1 92-1177

ゆきこ歯科医院 小倉 618-1
NEWMAX ビル 1F 85-7205

ルアナファミリー
歯科・矯正歯科 長野 1051-9 92-6488

受付：午前８時・９時・10 時・11 時

10
・
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月
の
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合
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診
日
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リサイクル情報

資源物回収ステーションをご利用ください資源物回収ステーションをご利用ください
　資源物回収ステーションでは、新聞や雑紙、廃食用油、蛍光灯などの資源物を回収しています。
適正な分別・リサイクルで、ごみの減量につなげましょう。

①蛍光灯　②食用油　③電池
④古紙（新聞紙、チラシ、ダンボール、雑誌、雑紙、牛乳パック）
⑤古着　⑥発泡スチロール白色トレイ　⑦硬質プラスチック

資源物回収ステーションに持ち込めるもの ステーション設置場所

役場西側のプレハブ倉庫横

基山公栄社敷地内

上記の品目以外はステーションでは回収できないので、定期収集
に出してください。※８月 13 日～ 15 日はお盆のため定期収集はありません

布団やカーテンはステーションでは回収できません。燃えるごみの
袋（白地に赤文字の袋）に入れて定期収集に出すか、袋に入らない
場合は粗大ごみとして出してください。

�� 問 まちづくり課　環境対策室　生活環境係　☎ 92-7941

土日祝日も
持ち込みOK

７月から硬質プラスチックの回収を始めます７月から硬質プラスチックの回収を始めます
　７月１日から、硬質のプラスチック製品の資源物回収も開始
します。回収した硬質プラスチックは、リサイクル高度化セン
ター（福岡県柳川市）で重油に再生されます。

※�硬質プラスチックの回収は役場西側プレハブ倉庫横のみです。
基山公栄社の資源物回収ステーションでは回収していません。

・�お菓子の袋や卵のパックなど、　　マークのある
ものは、今までどおり燃料としてリサイクルし
ます。燃えるごみの袋（白地に赤文字の袋）に
入れて出してください。

回収できるもの
バケツ、ハンガー、プランター、衣装ケース、
タッパー、CD ケースなど

回収できないもの
ヘルメット、スーツケース、アクリル板、傘、
ペットボトル、食器 など

〇〇

××
注 意 事 項

LINE でも分別方法を検索できます
①右のコードから基山町公式 LINE を友だち登録→
②トーク画面の「ごみ出し」を押す
③分別を知りたい品目を入力すると自動応答します！

・�金属部分は外してください。分解できない場合や分解後の金属部品
は、燃えないごみの袋（黄色の袋）に入れて出してください。

・�汚れがひどいものは回収できません。きれいに洗って出すか、汚れ
が取れないものは、燃えるごみの袋に入れて出してください。

平日の
午前８時～午後５時

！ 事業者の皆さまへ｜事業活動で排出される廃棄物は、量の多少に関わらず、町では収集しません。排出方法など詳細はまちづくり課へお尋ねください。
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